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変形菌は 1885年 Hauserによって1i窓敗肉より発見されて以来諸家の研究がある O
i1，We年1916_，1915即ち腐敗菌として，叉病原性如何に関して多くの文献があり，更に 
Felixにより発疹チフスの診断に役立つ特殊の菌株 XJ9が発見せられるや，免疫学上興味ある
現象として注目せられ，これに関連する研究が所謂抗元分析研究の端緒をなした。
腐敗肉類から分離した変形菌に就ては，教室に於ては 1936年張鋒の研究がおるが，腸内菌と
しての本菌に関しては未だ検討した事がなし、。由来我教室に於ては，人及び各種動物の腸内菌
叢の研究に従事し，好気J性，通性嫌気性腸内菌各種についても夫々詳細な分類学的検索を行っ
た。変形菌も屡々糞便から検出されるを以て Darm日oraの研究を遂行するには，腸内本菌の
精査を除外する事が出来なし、。
向ほ急性胃腸炎症状を呈する食中毒患者，或は乳幼児下痢等の糞便中に変形菌が屡々見出さ
れることは，従来 Glucksman，Silberschmidt，Pfuhl，Allangray，Cooper，Wisema町、 
Neter，杉田，和久井，佐藤，染谷，小泉，置塩，辻，新津j山本，高沢，栗本，鈴木，不破，
福見，木田，その他により認められているところであり，下痢疾患に対する変形菌の影響を物
語る幾多の成績が提出されているが，その病原体としての意義については，未だ向完全な解明
はなされていなし、。特にその疫学的な面よりみた業競に於て一貫した成績を見出すことは出来
ない。
著者は批の点vi鑑み，先ず糞便より変形菌を分離して，念性胃腸炎患者及び健康者の腸管内
に於ける分布状態を比較し，その分類を試み，更にその検出率を季節の変動と共に追求せる結
果若干の興味ある成績を得たので設に報告する次第であるO 
品 一 回
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第 1章腸内変態薗の検出率に就いて 直接法では 9.5%，Schongen培地使用例では 14.8
腸内~形菌の検出率に就いては，福田，染谷， %， Pepton水使用例にては 6.6%の検出率であっ
Hynes，Rustigian and Stuart，Neter等の報告 た。叉 Pepton水使用例に於て反って検出率の低い
によれば大体 10~40% の検出率を示している。検 のは之が全部冬季実験で、あったこともその一因と考
出率の多寡に就いては，被検材料，検索方法，実験 えられる。
時期等色々の条件の異なるにしたがって，差異の生 第 2章採取変漉薗の影態学的，生化学的性状
ずることは当然考えられることである。例えば L記の分離方法によって得られた愛形菌 120株は 
Stuartの場合被検材料を分離培地に接種するにあ 何れも形態学的には長短不定，平均幅 O .4~l. O 長さ
たって，ブイヨン 24時間増菌後分離培地に接種する 0.8~3.0μ の大いさを有する小梓菌にして菌体周囲 
こ多数の鞭毛を有し，活発なる運動性あり，芽胞をv1-の上事26%方法では直接接麗法に比し検出率に約 
.がみられた。著者はなるべく自然の状態に於て腸内 有せず， グラム陰性である。普通寒天平板上に於て
姿形菌の検出率をみるために，菌分離に際しては大 は初め帯青白色，或は灰白色半透明円形の来落を作
部分の糞便は増菌することなしに直接分離培地に接 り漸次周辺に拡がり，大部分の菌株に於て強い遊走
種した。但し一部の検出につし、ては Pepton水， 性を示す。ブイヨン培養に於いては強く潤濁し沈澄 
Schongen培地 370C 24時間培養後に接種せる場 を生ずる。叉株により菌膜を作るものがある。ゲラ 
t合もあったo • チン液化，硫一化水素産生は大部分の菌株に認められ
第 1節被検材料 るも ~j~~には然らざるものあり。インドールは全菌
被検材料としては乳幼児 187名，小学生433名， 株の半数以上が之を形成せず。尿素分解能力は全菌
中学生 335名，成人 195名，計 1150名の糞便を用い 株共に強く Christensen尿素寒天培地では 24時間
た。糞便は排便後 12時間以内の比較的新鮮な糞便 培養にてその大部分が管底迄赤~した。牛乳は競周
を使用した。 するものと，せざるものあり，何れも漸次アルカリ
第 2節分離方法 産生が進み大部分の菌株に於てベプト Y化をみた。
糞使の中心部より小指頭大のものをとり仇，之を約 Vo邸s-Proskane工 Methyl-何ge 北王 r反応は全菌株共陰性，乱
 
却2OcCの生理食塩水に入れよく撞持して，その少量を
∞ red反応は一部を|除徐き大部分が陽性でで、あつた。山羊 
S.S寒天培地，遠藤培地， E.M. B培地，斜面寒天 血液寒夫平板(流し込み沼法ミによる〉でで、tj咋削字討溶存血作用を 
(Can詑1 認めるものと然らざるものとがあるが多数の菌株に凶tuの法)，に接種し之を 370Cふらん器にて
24時間培養後，愛形菌様集落より釣菌して 5本の 溶血作用が認められた。全菌株共に硝酸を還元して 
Kligler培地に接種，更にそのうち菱形菌様所見を 亜硝酸を生ず。糖類及び高敬アルコールの分解につ
呈するものを選びて Christensen尿素寒天培地に・レては第 1表に示すが知くである。
接種，その陽性のもの Lうち乳糖非分解，葡萄糖分 第3章採取菌株の分類
解のものを鏡検し， グラム陰性の樗菌を以て斐形菌 1885年 Hauserに依つl変ー 形菌については， て記
とした(愛形菌の定義は Bergey，Kaufmanによ 載されて以来 Smith， Jensen， Wenner and 
った)0 Rettger，Moltke，Taylor，Welch and Poole， 
菌分離に際し同一糞便より 2 以 f二の~形菌株を分 Rauss，Topley and W i1son，Levin，Thornton， 
離し得た時は，同種のものは 1菌株とした。向成人 Rustigian and Stuart，Bergey，Kaufman and 
90例に於ては採便棒を以て RectalSwabsをとり Perch等により数多くの研究がなされ，就中その分
之を Pepton水にて 370C24時間培養し，その少 類については，或は生化学的性状より，或は血清学
量を上記各培地に接種した。 250例に於ては菱形菌 的に色々分類が試みられたが，何れも菱形菌は血清
以外の雑菌を抑え愛形菌検出率を高かめる目的にて 学的には異種であるとされ，未だ血清学的に分類し 
Schongen培地 20ccに小指頭大の糞便を入れ，370 得ると云う報告は見当らない。現在は一般に生化学 
C 24時間培養後その少量を分離培地に接種した。 的性状より Pr. vulgaris， Pr. mirabilis， Pr. 
第 3節検出成績 morganii，Pr. rettgeri，の 4型に分類する
被検人員 1150 名の糞便より分離せる，~形菌総数 Bergey，Kaufman 等の方法が行われてしる。即
は 120株にして検出率は 10.4%である。尚之を各検 ちマルトーゼを分解，酸とガスを産生L，インド{
出方法について比較してみると，生理食塩水使用の ノLを形成し，ゲラチンを液化，硫化水素を産生し，
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第 1表 採取愛形菌の生化学的性状
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解せず，ゲラチシを液化せず，硫化水素を産生せざ
る菌株を Pr.日 ttgeriとする分類方法である。
第 1節分類方法
糖分解能，インドール形成能，高級アルコール分
解能，硫化水素産生能，グラチン液化能等の差異に
より Pr.vulgaris，Pr. mirabilis，Pr. morganii， 
Pr. rettgeriの 4菌種に分かつ Bergeyの分類、方
法によった。
第 2節分類成績
上記の分類方法により，第2表に示す如き成績を
得た。 .]!Oち採取~形菌 120 株中 Pr. vulgarisに屑
するもの 33株 (27.5%)，Pr. mirabilisに属する
もの 67株 (55.8%)，Pr. rettgeriに属するもの 13
株(10.8%)，非定型j菌株 71朱(5.8%)に分けられた。
非定型菌株7株のうち大体 Pr.vulgarisの'J生状
を有するもインドールを形成せざるもの 3菌株，
Pr. mirabilisの異型と忠わるゲラチン液化性を全
〈欠<1菌株あり。 Pr.morganiiは定型的な菌株
は得られなかったが大体 Pr.morganiiの性状を有
んと試み下記実験を行った。
第 1節実験方法
被検人員 10名 (2家族〉に就いて，春夏秋冬の各、
時期に 2日間隔をおき 6回宛(約半月の間〕糞便よ
り定形菌検索を行った。菌分離の方法は第 1章第2
節に於けると同様の方法によって菌検索を行った。
前分離培地への接種は直接法によった。使用糞便は
何れも排便後 2 時間 ~4 時間の新らしし、ものを用い
た。
第 2節実験成績
第 3表に示す如〈被検人員10名中 2名より，それ
ぞれ 7月及、び 8月に Pr.vulgaris 1，非定型菌株 1
の2菌株を分離し得たが他の 8名よりは 1株も検出
し得なかった。向~形菌 120 ~朱の蒐集に際しその実
験は，春夏秋冬の各季に豆り行ったので，それを各
季別に分類してみると第4表の如き検出率の斐動が 
みられる。即ち冬季実験に於いては 4.7%と最も低
い検出率を示し，春季 7.5%，秋季 13%と漸次ヒ昇、
夏季に於いて最高の 18.8%の検出率を示している。
するもインドールを形成せざる 3菌株を得た。上記，此の表では被検人員，年令，疾病の有無等諸条件が
の7菌株は Rustigianand Stuart等はそれぞれ
Pr. Vulgaris，Pr. mirabilis，Pr. morganiiの中
に含めているが著者は異型菌として別に計上した。
第 2 表採取~Jr~菌の分類 
Species 各種恋形悶T百分比 
P. vulgaris 
P. mirabilis 
P. morganii 
P. rettgeri 
Atypical Straine 
33 
67。 
27.5% 
55.8% 
13 
7 
10.8% 
5.8% 
120 
第4章季節による検出率の変動
本邦に於ては染谷の報告によれば~形菌の検出率
を月別にみると，重症消化不良症の頻発する時期に
多く，病状の悪化に伴い検出率は高くなると云って
いる。叉一方従来食中毒，乳幼児下痢症，消化不良
症等胃腸炎症状を呈する患者より屡々~形菌が検出
されていることからみても，こうした胃腸炎疾患の
多い時期に検出率の高くなると云うことは充分肯か
れるであろう。著者の実験によっても冬季には検出
率の極めて低いこと，或る時は殆ど零に近い検出率
しか得られないことを知った。依って著者は更に同
一人に於いて腸内斐形菌の四季による消長を追求せ 
一定してなし、ので，確定的な論拠とはなり得なし、 
が，第 3表と対照して考えると検出率は，大体冬季
に低く克季に高くなると云うことが云えるようにJ思
われる。叉第 3表の実験より菌出現は一週性のもの
であると考えられる。 J; の成績を通覧すると斐形t)，、
菌の検出率は外界に存在する変ー形菌の消長に比例す
るものであり，言い換えれば菌の経口的摂取の機会
の増減につれて斐動するものと推論される。
第 5章腸内変形菌と揚疾患との関係
夏j形菌は木邦及び海外に於いても古くから食中毒
患者の糞便より!婁々検出され食中毒原因菌として色
々諭ぜられている。叉乳幼児下訴IJ，消化不良症の糞
便よりも比較的多くの菱形菌が見出されるととは一
般に認められてるところである。然し乍ら菱形菌が
一般の下痢疾患に対し直接或は間接にどの程度の意
義を有するかについては，未だ『制Zたる証明は見当
らなし、。
むしろ最近 Neterの研究によれば，健康乳幼児
の糞{更に於いても，従来考えられてるより多くの愛
形菌を検出し，姿形菌の存在そのものは必ずしも下
痢の原因或は誘因とはならぬことを証明している。
著者も此の点に鑑みて患者及び健康者の両群に於け
る該菌の検出率を詳細に比較せんとし，次の如き実
験を行った。
t 
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第 3表 季節別恋形菌の検出
糞 姓 春季実験 4月 季実験 7月|夏季実験 8月|桝実験 10月|冬季実験 2月
使
番 年 
7]0 第第第第第第|第第第第第第|第第第第第第|第第第第第第|第第第第第第 
1 2 345 611 2 345 611 2 345 611 2 3 4 561 1 2 345 6 
間間間四四回|回回間四回同|回回岡田回同|閏間四四回恒1;間四回開回回
検グググググ|検ググググ グ!検グググググ|検グググググ i姶ググ F ググ
号|令|索|索 l l索 索 
1ぷ副士亡一二J二三7二二両二三 L二二二三J工l二一二二ご二 
21合 23 
31 ♀ 33 
41 ♀ 7 
5)♀ 6 
61合 41 
一 一一 一一 一一 一一 一一 一  
♀ 30 
合 12
合 10 
i ♀ 8 

十は菌検出を示す 

第4表 季節i別にみた愛形菌の検出率 第2節実験成績
一一r~;;;~-~:-;;l 新任l司ー 第 5表に7Jミすが如く各疾忠に於ける定形菌検出率
季節別|月 別|被検八員|形閣議|百分比 
は，赤痢患者 15名から 2菌株，急性腸炎患者 100名
i 菌株を分14名からは80菌株，消化不良患者15から1 7.5%15 1.名1 200月~4月3春季実験 
夏季実験 7月 ~8月 1 250名 1 47 118.8% 離した。その検出率はそれぞれ13.3%，15%，17.5% 
秋季実験 9月 ~10月 1 300名 1 39 1 13% と消化不良患者に於いて最高を示し，健康人に於け
冬季実験 12月 ~2月 1 400名 1 19. 1 4.7% る9.3%に比較すると何れも高し、検出率を示した。
7890
唱
一一一一十一
第 1節実験方法 第 5表 疾病別並健康人に於ける斐形菌検出率
実験材料としては赤蜂IJ患者 15名，急性腸炎忠、者 
疾病別|被検人員|分離せる|百分比 
1菱形菌数iJ;=o!./，~) ljJZ章1名の糞便を使用し，第80名，消化不良患岩100
第 2節に於けると同様の方法によって姿形菌の検索 赤痢 15名 2 13.3% 
を行った。向分離培地には増菌することなく i直接接 急性腸炎 100名 15 .15% 
種した。 消化不良症 80名 14 17.5% 
.1 89名955健康人 9.3% 
第6章 結論及考察
1. 健康人及び患者 1150名の糞便より変形菌 120株を分離した。その検出率は 10.4%であ
る。 
2. 採取変形菌の形態学的，生化学的性状は異型と思わる 7菌株を|添き何れも Bergey， 
Kau妊mann等の記載に一致した性状を示した。 
3. 検出変形菌 120株は Bergeyの分類、法に従ってその生化学的性状より P. vulgaris 33 
株 (27.5%)，P. mirabilis 67株 (55.8μ)，P. rettgeri 13株(10.8%)，Atypical Strain 7 
株 (5.8%)に分けられたが，従来の諸報告に比し P.rettgeriの割合が比較的多く， 一方 P.
morganiiは定型的な菌株は 1株も得られなかった。
4. 腸内変形菌の消長を季節別に検討するとその検率出は冬季に於て』工 4.7μ と最低を示じ 
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春，秋と漸次上昇夏季には最高の 18.8%を示した。向被検人員 10名につき，四季に亘り腸内
変形菌の検索を行った結果，夏季に於て 2名にそれぞれ 1菌株宛を検出することが出来たが，
他の 8名は各季に於て何れも陰J性であった。 
5. 腸内変菌と腸疾患との関係を見るに健康人 9.3%の検出率に比し消化不良症 17.5μ，急:
性腸炎 15%，赤痢 13.3μ と何れも高い発現率が認められた。
以上を通費し，変形菌の腸内分布は健康人に比し念性胃腸炎，消化不良症等の腸疾患にや L
多くみられ，向その発現率は外界に荏在する変形菌の消長に比例して，増減を来すものならん
と推論される
